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減少し、 LRRC24のアンチセンス RNAの発現量は増加していた。定量PCRで得られたアンチセンス RNAの
発現量の傾向はマイクロアレイの結果とほぼ一致していた。肝転移を伴わない大腸癌原発巣 (PT-Hep(ー )) 






PT-Hep( ー)のアンチセンス RNA のクラスター解析を行うと、大腸癌原発巣と ~I::癌部のときと比べて、明
確に両者を分けることはできず、大腸癌原発巣と非癌部の変化と比べると小さいことが示唆された。
今後は、他の臓器の癌に対して網羅的解析を行い、アンチセンス RNAのカタログを作ることで、癌の発生・
進行のメカニズムの解明や、新たなバイオマーカーの開発の基盤となることが期待できる。しかし、網羅的
解析により抽出されたアンチセンス RNAはどのような役割を果たしているかは不明な点が多く、その機能
解析が必須であると考える。
審査の結果の要旨
本論文では、カスタムマイクロアレイを使用してアンチセンス RNAの網羅的発現解析を行い、ヒト大筋
癌で発現量が有意に変化するアンチセンス RNAをはじめて向定している。審査では、全般的な研究方法と
結果の解釈あるいは血液サンプルを用いた臨床実用化へ向けた研究と費用対効果などについて質疑が行われ
たが、論文提出者は、これに適切に回答した。
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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